
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 北広島市の概況 
  



 

 

（1）位置・地勢 

北広島市は、石狩平野の南部に位置し、東西に 15km、南北に 14.8km、総面積が 119.05km2

の都市です。北西は札幌市、北は江別市、東は長沼町と南幌町、南は恵庭市と接しています。 

地形は、南西部にある島松山（標高 506ｍ）を最高に、北東方面に標高 100ｍ前後の波状台地が

広がっています。市内を流れる島松川や輪厚川などの河川は、その大半が千歳川を経て石狩川に合流

し、日本海へと注いでいます。 

地質は、大部分が洪積層からなっており、南西部の丘陵地帯では畑作や酪農、北東部の低地では水

田を中心に活用されています。 

 

 

 
 

図 2-1：北広島市  



 

 

（2）気象 

北広島市は、亜寒帯湿潤気候の日本海側に属しており、西部から北東方向にのびる波状台地を境と

して、局地的な気候変化がみられます。 

冬は北西の季節風の影響で雪が降りやすく、夏は太平洋高気圧の影響で日中晴れる日が多くなりま

すが、太平洋沿岸の海霧の影響で朝晩に曇ることもあります。また、オホーツク海高気圧が優勢な年

は冷夏となることがあります。 

 

  
図 2-2：北広島市の令和元年の平均気温（左）と平均降水量（右）の月別の推移 

出典：気象庁（過去の気象データ検索、地点：恵庭島松） 

（3）土地利用 

直近 5 年の土地利用の推移を見ると、田・畑や山林などの自然的利用が減少し、宅地などの都市

的利用が増加しています。 

なお、平成 27年度より総面積が増えていますが、国土面積の計測基礎となる地図の精度が向上し

たことによるものとなっています。 

 

  
図 2-3：北広島市の土地利用の推移 

出典：北海道統計書（北海道）  
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（4）人口・世帯 

北広島市の平成27年の人口は59,064人となっており、平成22年から2.1％減少しています。

北広島市の人口は平成 17 年以降減少に転じており、国立社会保障・人口問題研究所の将来推計で

は、令和 22年には平成27年の 21.7％減となる46,222 人になると予想されています。 

人口の構成比は、更なる高齢化が進むことが予想され、平成 27年に 29.0％の老年人口が、令和

22年には 43.4％となることが予想されます。 

 

 

 

 
図 2-4：年齢別人口の推移 

出典：【H27 以前】国勢調査（総務省）                           

【R2 以降】日本の地域別将来人口推計（2018 年推計）（国立社会保障・人口問題研究所） 

 

 

 

 
図2-5：年齢別人口割合の推移 

出典：【H27 以前】国勢調査（総務省）                           

【R2 以降】日本の地域別将来人口推計（2018 年推計）（国立社会保障・人口問題研究所） 
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（5）産業 

①従業者数 

従業者数は、平成 17年までは増加傾向でしたが、それ以降は減少に転じています。 

構成比を見ると、年々第３次産業の割合が微増しており、第１次産業、第２次産業の割合が減少し

てきています。 

 

 

 
図2-6：従業者数の推移 

出典：国勢調査（総務省） 

 

 

 

 
図2-7：従業者数割合の推移 

出典：国勢調査（総務省） 
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②出荷額・販売額 

農業産出額は約 70億円の横ばいで推移しており、平成 30年は 70.2億円となっています。 

 

 
図2-8：農業産出額の推移 

※市町村別の農業産出額は平成26年度から公開が始まったものです。 

出典：市町村別農業産出額（推計）（農林水産省） 

 

 

製造品出荷額は近年増加傾向にあり、平成 29年は 888.1 億円となっています。 

 

 
図2-9：製造品出荷額の推移 

出典：工業統計調査（経済産業省）※H23、H27 は経済センサス（経済産業省） 

 

 

商品販売額は近年増加傾向にあり、平成 28年は2,095.6 億円となっています。 

 

 
図2-10：商品販売額の推移 

出典：経済センサス（経済産業省） 
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